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　自己運動錯覚とは，関節運動が生
じていないにも関わらず，あたかも
自身の四肢が動いているような感覚
が引き起こされるものです。

KiNvisの脳機能への影響
fMRIの結果：運動実行時と類似した

脳部位が活動
（運動錯覚 ＞ 動画観察）

KiNvisの慢性期脳卒中患者への適用
(Kaneko F et al., PLOS ONE, 2015; 改変)

KiNvisを用いた錯覚療法と運動療法の組み
合わせは，脳機能と運動機能の関係を

変化させる。

自己運動錯覚とは

(Kaneko F et al., Front Syst Neurosci, 2019; 改変)

研究テーマ 

　ヒトを対象に，神経科学に基づいたニューロリハビリテーション治療を開発すると共
に，神経系システムの原理を巨視的に探求する。 
臨床的に，脳卒中後運動麻痺者の脳機能再編と運動機能修復を実現するため，
脳内で運動を再現する錯覚誘導システムの製品化と臨床試験，ロボティクデバ
イスの開発に取り組んでいる。 
代表的な開発品（KiNvisシステム）






